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脳科学リテラシーは，昨今世界で議論され
ているホットな話題である。2022年 2月 22日
に北米神経科学学会（SfN）の“Neuronline”で
神経科学における誤謬をテーマにした 2 つ
のウェビナーが開催された。Karl Herrup が
“Fallacies in Neuroscience: The Alzheimer’s

Edition”の，Christophe Bernardが“On Fallacies

in Neuroscience”の講演を行った。
Herrupは認知症におけるアミロイド・カス
ケード仮説は，タウの蓄積とアミロイドの蓄
積，認知症の症状の時間的な順序から原因を
⽛逆推論する誤謬⽜ではないかと指摘してい
る。また，これら物質の蓄積は一般的に毒性
があるから，物質の毒性が認知症の原因と
なったとは言えないのではないかとし，⽛結
果から肯定⽜は論理的な誤謬ではないかと続
けた。さらに，もし白髪の割合が増えるのが
上記の変化に先行すれば白髪も原因とみなさ
れるのではないかという例を挙げ，認知症の
研究がアミロイド・カスケード仮説一辺倒に
なっている現状への疑問を呈していた。
神経科学における誤謬はどうであろうか？

Bernardは，ある実験で恐怖を与えるとある
領域が活動するから，その領域が恐怖の領域
と結論するのは⽛逆推論の誤謬⽜であると指
摘している。また，ある物質を除くと多量の
細胞死が起こることから，この物質が，細胞
保護作用があるという推論にも誤りがあると
指摘する。前件否定の誤謬である。
われわれの推論は，ある種のメンタルモデ
ルを持ってシミュレーションしているような
ものであり，実態は演繹，帰納 アブダクショ

ンを含み，さらには感情的なものも混在した
思考過程である。例えば⽛細胞死⽜という言
葉すら，死という恐怖の感情が込められた言
葉である。このような付加的な言葉の意味
が，人間の論理的推論には影響を与える可能
性がある。人間の思考は決して線形の論理で
なく，さまざまな可能性を同時に模索した結
果と言える。これは人間の知能の特徴で，本
来は必ずしも欠点とは言えない。ただし，科
学的な推論としては誤りなのである。そして
その誤りが事実と認定されるとさらに問題を
引き起こす。
われわれは，脳で思考する以上，その制約
を受ける。すなわち脳の作動原理は複雑で並
列的，階層的な処理の割には作業記憶のボト
ルネックのために，意識的な処理は限られた
範囲にしか及ばない。実は圧倒的な量の処理
は無意識で行われ，われわれの推論を誤らせ
る可能性がある。このことを認めながら，注
意深く推論をすべきであろう。科学は 1 人
の天才のひらめきも重要かもしれないが，多
くの人々が多くの推論を試みながら議論し合
うことが必要だと考えられる。本特集を読
み，脳科学が，他の科学に比べて特にリテラ
シーのうえで注意すべき点が多くあると思う
と同時に，コロナ禍の情報，SDGの課題にお
いても，人間の⽛科学する心⽜には分野によ
らない，論理の誤謬が常に付きまとうため，
事実だけを⽛暗記する⽜科学教育でなく，⽛考
える⽜科学教育が万人に必要ではないかと感
じた。

（虫明 元）
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